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「下水から物理化学的に溶存有機物等を回収する技術」

本ページ内容を次・次々ページで説明します

脱炭素社会の実現に寄与する技術開発イメージ

1

概要

2

効果 ( 1 )

3

効果 ( 2 )

活性汚泥法から溶存有機物・アンモニアを
物理化学的に回収する手法への変革

ばっ気に必要となる動力削減（電力由来CO2の削減）

前駆物質の除去による温室効果ガスの
生成抑制（水処理由来N 2 Oの削減）



「下水から物理化学的に溶存有機物等を回収する技術」

実現したいアイデアや開発したい技術の
技術的・事業的な実現可能性、実現想定時期

要求する技術
夾雑物を除去した下水における溶存有機物・アンモニアを
物理化学的に分離除去し、回収できる技術

机上検討
1

実現に向けてのステップ( 1 )
基礎性能の把握 ( ラボ ) 要求事項の明確化 ( 1～2年後)

個別要素技術の検討 ( 試作機 )
2

実現に向けてのステップ( 2 )
実システムの設計 ( 3～4年後)

実機規模実証 ( パイロットプラント )
3

実現に向けてのステップ( 3 )
技術認証の取得 ( 8～10年後)



「下水から物理化学的に溶存有機物等を回収する技術」

不足している要素技術と実施いただきたい役割

アイデアの実現に必要な関係者

吸着・脱着可能な材料の提供、改良・・・吸着材メーカー殿1

分離膜 ( ファウリングフリーFO膜等 ) の提供、改良・・・膜メーカー殿2

その他、手法の提案3

メタウォーター(株)が果たす役割

目標性能、ターゲットコストの設定

装置化・システム検討と実証試験（試作機、実機実証機）

認証取得 市場投入



「下水から物理化学的に溶存有機物等を回収する技術」

生物反応槽におけるばっ気用の送風機動力が全体の２～３割を占め、電力由来のCO2排出量大

背景・課題

■背景

水処理工程から温室効果の高いN2Oが排出（N2Oの温暖化係数はCO2の約298倍）

■課題

大電力が必要な生物処理から物理的
／化学的処理による省エネルギー型水処理への転換

流入水からのアンモニア回収によるN2O発生の抑制

回収した有機物・アンモニアの有効利用
電力(処理場)

54.8%

汚泥焼却
(N20)

20.4%

水処理
(N2O,CH4)

12.7%

燃料 5.2%

6.3%

電力(ポンプ場)

その他 0.5%

下水道からの温室効果ガス発生量

596約 万

t-CO2

(2018年度)



「下水から物理化学的に溶存有機物等を回収する技術」

実施内容

従来技術

新技術

最初沈澱池

有機物・アンモニア回収設備 ・ばっ気用ブロワ
・汚泥返送ライン不要

有機物等回収手段 (案）

①吸着剤 (鉱物系・高分子系 )

②凝集剤 ③FO膜

反応槽 最終沈殿池

高効率固液分離



実現想定時期・スケジュール

実施内容 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

机上検討

基礎性能の把握(ラボレベル）

要求事項の明確化

個別要素技術の検討（試作機）

システム検討

パイロットプラントによる
大規模実証

技術認証の取得
(ガイドライン、ＪＳ認証等）

商品化・市場投入

B-Dash 自主


